
➢ 高松市の南部に位置する塩江地域では住民の高齢化、過疎化により手遅れ林の増加が課題となっている。

➢ このため、森林整備の基礎資料となる森林所有者の森林経営や管理に関する意向を調査することを目的として、森林整備意向調査業務
を実施した。

□ 事業内容
森林整備意向調査業務委託

• 森林所有者の意向調査

• 成果品取りまとめ及び提出

【事 業 費】6,886千円（うち譲与税6,886千円）

【実 績】調査面積205.23ha 筆数376筆

香川県 高松市森林整備

（意向調査検討会）

・高松市では、松くい虫被害対策を行った後の土地に植栽され
た人工林が利用期となり始めたが、木材価格の低迷、森林所有
者の高齢化、相続の放置などにより人工林の管理・施業が行わ
れない森林が増加している。

・塩江地区はダムの上流域に多くの人工林を有することから公
益的機能の高い地区であり、高松市にとっても重要な水源地で
あることから優先的に意向調査を実施した。

□ 取組の背景

写真など 写真など

（意向調査の様子）

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

担当者連絡先
（部署）農林水産課林務係 （氏名）木村、山田
（電話番号）087-839-2422
（メール）nousui@city.takamatsu.lg.jp

①令和6年度譲与額：69,594千円 ②私有林人工林面積（※１）：2,201ha

③林野率（※１）：37.9％
④人口（※２）：417,496
人

⑤林業就業者数（※２）：70人

□ 工夫・留意した点

・塩江地区はダムの上流域に多くの人工林を有することから公益
性の高い地区であり、高松市にとっても重要な水源地であること
から、令和４年度から３年間、内場ダム上流域で優先的に意向調
査を実施した。

・意向調査発送後に、未回答の所有者に再送付したり、また回答
内容の不明点を電話問い合わせや戸別訪問を行ったことにより、
意向調査の回答率を７５％まで高めることができた。

□ 取組の効果

・意向調査の回答に対する問い合わせ等を行う等、所有者とのコ
ミュニケーションの中で、造林事業の制度の普及、森林経営計画
等への参画が増加した結果、森林整備が進んだ。
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